

表5.3.1　処理場・ポンプ場施設の緊急措置確認表
	措置方法

	

	重大な機能障害を回避するための仮の措置

	

	二次災害等の危険性を緊急に回避するための仮の措置

	
	

	緊急措置の留意点

	

	火災や爆発の恐れのある機器等の運転停止

	

	浸水や冠水防止のためのゲート閉鎖

	

	バイパスルート等への緊急排水

	

	下水道の使用制限や規制

	

	関連諸機関への連絡や広報

	

	具体的なな措置内容

	
	

	構造物の不同沈下や危険箇所への通行規制

	
	

	配管・配線・主要機器の被害に応じた運転停止等の措置

	
	

	停電への対応とした、自家発電設備稼動前の損傷及び故障の有無確認

	
	

	受変電や配電設備の異常への対応

	
	

	ポンプ場機能停止時の浸水対策として、可搬式ポンプによる揚排水機能の確保

	
	

	未処理下水放流対策のための段階的な揚排水及び消毒機能の確保（沈殿・汚泥貯留機能）

	
	

	燃料タンクからの危険物漏えい確認時の関係諸機関への連絡と二次災害対策

	
	

	消化ガス漏えい対策（火気厳禁措置・立ち入り禁止措置・漏洩箇所のシールや弁等の閉鎖）

	
	

	消化ガスからの塩素ガス漏えい原因の特定と弁元の閉鎖、関係機関及び住民への連絡

	
	

	水質試験室における薬品の飛散及び漏えい時の措置

	
	

	津波発生時の措置（防潮ゲートや止水ゲートの閉鎖、止水用角落しの設置、流入ゲートの締切、放流ポンプ運転、被災施設への送水や送泥の中止）

	
	

	緊急措置の内容

	調査
	内容

	緊急
	□安全柵などの設置

	
	□重大な機能障害に対する措置

	
	□二次災害等の危険性に対する措置

	
	□下水道施設の使用制限の検討

	
	□

	
	□


